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(2) 複合音 (f1，f2，f1<f2) を入力した場合，外有毛細胞の非線形性により基底板と耳小骨に歪成分
が生じた．また，耳小骨に生じた歪成分と基底板の特徴周波数が 2f1－f2 の位置に生じた歪成分が
同様の振幅変化を示した．耳音響放射の歪成分は外有毛細胞の非線形性により生じ，基底板上に
生じた歪成分が中耳へと逆放射されると考えられる．また，歪成分耳音響放射を用いることで，
ヒトの計測値で外有毛細胞の加振力の評価が行える可能性がある． 
 
